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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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太
田
伊
早
子
弁
護
士
に
聞
く

おおたいさこ 横浜法律事務

所、慶應義塾大学大学院法務

研究科2008年卒業、2009年弁

護士登録、本紙2020年４月～

2021年３月まで、『弁護士

太田伊早子さんの憲法のはな

し』連載。

「セクハラ」や「パワハラ」などのハラス

メントに、一人で悩んでいませんか？ そも

そもハラスメントとはなにか？ どうすれ

ば、ハラスメントのない職場や組織、社会を

実現できるでしょうか？ 太田伊早子弁護士

と、大和田敢太・滋賀大学名誉教授（２面）

に聞きました。
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︵
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あらゆるハラスメントとは

一回限りであれ繰り返されるものであれ、性差別に

基づくものを含む、肉体的、精神的、性的あるいは経

済的苦痛を与えることを目的とし、もしくはそのよう

な結果を生み出す、受け入れがたい全般的な振る舞

い、行為あるいは脅しをいい、ジェンダーにもとづく

暴力及びハラスメントを含む。（ＩＬＯ「労働の世界

における暴力とハラスメントを禁止する条約」より）
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